
ご
購
読
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こ
ち
ら
か
ら
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比
叡
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尚
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井
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尚
❺
井
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令
和
3
年
比
叡
山
か
ら

発
信
す
る
言
葉

自
他
心
を
同
じ
く
す

＜ １ ＞ 第８０２号 （昭和３２年６月１９日第三種郵便物認可） 令和３年１２月８日 水曜日（月刊毎月８日発行）

「
草
木
も
成
仏
で
き
る
の
で
す
か
ら
、ま
し
て
人
は
必
ず
仏
さ
ま
に
な
れ
る
」

「
自
然
と
の
共
生
こ
そ
が
解
決
方
法
」

分
か
り
や
す
い
言
葉
で
伝
教
大
師
の
お
言
葉
説
か
れ
る

第
二
百
五
十
七
世
天
台
座
主
大
僧
正
森
川
宏
映
猊
下
が
、
十
一
月
二
十
二
日
午
前
七

時
三
十
分
ご
遷
化
さ
れ
た
。
大
正
十
四
年
生
ま
れ
の
満
九
十
六
歳
。
大
正
時
代
に
誕
生

さ
れ
た
森
川
猊
下
は
、
激
動
の
昭
和
を
含
め
四
つ
の
時
代
を
比
叡
山
と
共
に
駆
け
抜
け

ら
れ
た
。

御
法
名
は
「
清
眞
誠
道
院
天
台
座
主
探
題
大
僧
正
宏
映
大
和
尚
」。
生
前
の
人
と
な

り
を
思
い
出
さ
れ
て
な
ら
な
い
。

第
二
百
五
十
七
世
天
台
座
主
森
川
宏
映
猊
下
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
在
位
に
あ
ら
れ
た
六
年
間
、
数
々

の
法
要
に
際
し
て
一
つ
ひ
と
つ
を
目
標
に
さ
れ
、
心

を
込
め
て
お
勤
め
下
さ
い
ま
し
た
。
お
話
さ
れ
る
時

は
難
し
い
言
葉
で
は
な
く
、
わ
か
り
や
す
い
や
さ
し

い
言
葉
で
伝
教
大
師
の
お
言
葉
を
説
か
れ
、
現
代
社

会
の
問
題
に
も
的
確
に
道
筋
を
お
示
し
下
さ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
そ
の
お
声
は
力
強
く
心
に
届
く
も
の
で

あ
り
ま
し
た
。

猊
下
は
「
草
木
国
土
悉
皆
成
仏
」
の
教
え
を
ひ
か

れ
て
、
自
然
と
の
共
生
こ
そ
が
今
ま
で
自
然
を
征
服

し
て
文
明
を
進
化
さ
せ
て
き
た
人
類
の
様
々
な
問
題

を
解
決
で
き
る
方
法
で
あ
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

平
成
２８
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
世
界
宗
教
者
平

和
の
祈
り
の
集
い
」
に
参
加
さ
れ
、
ロ
ー
マ
教
皇
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下
へ
お
渡
し
に
な
っ
た
ご
染
筆
の
お

言
葉
が
「
共
生
」
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
お
医
者
さ
ま
と
の
終
末
医
療
に
つ
い
て
の
対

談
の
中
で
は
、「
草
木
も
成
仏
で
き
る
の
で
す
か
ら
、

ま
し
て
人
は
必
ず
仏
さ
ま
に
な
れ
る
の
で
す
。
だ
か

ら
治
療
は
お
医
者
さ
ま
に
お
任
せ
す
れ
ば
い
い
。
そ

し
て
お
医
者
さ
ま
が
努
力
を
つ
く
し
て
、『
こ
れ
は

も
う
あ
か
ん
』
と
言
わ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
時
は
心

安
ら
か
に
お
浄
土
の
世
界
に
旅
立
ち
ま
し
ょ
う
」
と

結
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

森
川
猊
下
の
や
さ
し
い
、
誠
実
な
飾
ら
ぬ
お
人
柄

を
思
い
返
し
て
頂
き
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
猊
下
へ

の
感
謝
と
大
事
な
思
い
出
と
し
て
ど
う
か
大
切
に
お

心
に
留
め
お
き
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
密
葬
に
お
け
る
葬
儀
委
員
長
・
水
尾
寂
芳
延
暦
寺

執
行
の
挨
拶
よ
り
）
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第
二
百
五
十
七
世
天
台
座
主
森
川
宏
映
大
僧
正
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、
御
尊
躰

に
わ
か
に
不
調
と
な
ら
れ
、
令
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日
午
前
七
時
三
十
分

ご
遷
化
せ
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
本
葬
は
左
記
の
通
り
天
台
宗
葬
を
以
っ
て
執
行
い
た
し
ま
す
。

記

第
二
百
五
十
七
世
天
台
座
主
森
川
宏
映
儀

本
葬

日
時

令
和
四
年
一
月
十
八
日
（
火
曜
日
）
午
後
一
時
よ
り

場
所

天
台
宗
務
庁
（
大
津
市
坂
本
四
―
六
―
二
）

葬
儀
委
員
長

天
台
宗
宗
務
総
長

阿
部
昌
宏

葬
儀
奉
行

延
暦
寺
執
行

水
尾
寂
芳

遺
弟
代
表

眞
藏
院

櫻
井
行
尚

※
誠
に
勝
手
な
が
ら
、
供
花
・
御
香
資
等
の
儀
は
御
辞
退
申
し
上
げ
ま
す
。
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＜ ５ ＞ 第８０２号 （第三種郵便物認可） 令和３年１２月８日 水曜日 ＜ ４ ＞

第二百五十七世森川宏映

天台座主猊下追悼特集

平成１９年比叡山行幸啓をご案内される森川大僧正

い
つ
も
山
務
に
つ
く
新
住
職
に
「
お
大
師
さ
ま
の
弟
子
と
し
て
ど
こ
に
配
置
さ
れ
て
も
全
力

を
尽
く
し
な
さ
い
」
と
お
声
を
か
け
ら
れ
た
。（
写
真
は
比
叡
山
高
等
学
校
校
長
時
）

北
野
天
満
宮
に
て
ご
祭
神
菅
原
道
真
公
と
伝
教
大

師
に
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
を
祈
ら
れ
る

興
福
寺
中
金
堂
落
慶
に
天
台
座
主
と
し
て
６
２
０

年
振
り
に
法
要
厳
修
さ
れ
た

平
成
３１
年
１２
月
、
高
野
山
真
言
宗
葛
西
光
義
管
長

猊
下
と
ご
歓
談

比
叡
山
を
歩
き
尽
く
し
、知
り
尽
く
し
、愛
し
尽
く
す

教
宗
派
を
越
え
た
相
互
理
解
を
説
き
世
界
平
和
を
希
求

自
ら
歩
ま
れ
数
々
の
歴
史
的
法
要
を
実
現

森
川
宏
映
天
台
座
主
猊
下

に
あ
ら
れ
て
は
、
大
正
１４
年

愛
知
県
春
日
井
市
で
お
生
ま

れ
に
な
ら
れ
、
昭
和
１１
年
に

得
度
受
戒
さ
れ
た
。
頭
脳
明

晰
で
能
く
勉
学
に
勤
し
ま

れ
、
京
都
大
学
農
学
部
に
お

い
て
造
林
学
を
学
ば
れ
た
。

昭
和
２５
年
、
延
暦
寺
一
山

眞
藏
蔵
院
住
職
を
拝
命
。
以

降
延
暦
寺
営
林
課
（
現
管
理

部
）
に
お
い
て
長
き
に
わ
た

り
、
比
叡
山
の
山
林
の
管
理

と
保
護
に
尽
力
な
さ
れ
、
叡

山
の
森
林
と
共
に
歩
ま
れ
る

な
か
で
『
法
華
経
』
に
説
か

れ
る「
人
間
だ
け
で
は
な
く
、

動
物
や
植
物
な
ど
万
物
が
仏

性
を
持
つ
∧
草
木
国
土
悉
皆

成
仏
∨
」
の
思
想
を
体
得
な

さ
れ
た
。

ま
た
、「
国
宝
」
と
な
る

人
材
育
成
の
た
め
、
延
暦
寺

学
園
比
叡
山
中
・
高
等
学
校

の
両
学
校
長
も
務
め
ら
れ
、

地
域
住
民
か
ら
は
「
森
川
先

生
」
と
の
敬
称
で
親
し
ま
れ

た
。森

川
座
主
猊
下
は
「
一
隅

を
照
ら
す
」
精
神
を
学
生
や

一
般
の
方
々
に
も
わ
か
り
や

す
く「
ポ
ス
ト
に
ベ
ス
ト（
与

え
ら
れ
た
場
所
で
全
力
を
尽

く
す
）」
と
い
う
言
葉
で
説

明
さ
れ
、
ご
自
身
も
そ
の
言

葉
通
り
、
奥
比
叡
参
詣
自
動

車
道
や
延
暦
寺
大
霊
園
の
開

創
設
立
に
当
た
っ
て
は
責
任

者
と
し
て
一
大
事
業
を
成
し

遂
げ
ら
れ
、
山
科
毘
沙
門
堂

門
跡
に
あ
っ
て
は
門
主
と
し

て
手
腕
を
い
か
ん
な
く
発
揮

さ
れ
た
。

一
方
ご
自
身
の
戦
争
体
験

か
ら
世
界
平
和
を
求
め
続
け

ら
れ
、「
世
界
平
和
祈
り
の

集
い
」
に
お
い
て
は
国
内
外

の
宗
教
者
を
比
叡
山
上
に
招

き
、「
今
こ
そ
宗
教
者
は
相

互
理
解
を
深
め
、
博
愛
、
利

他
主
義
に
基
づ
く
連
帯
を
強

固
に
し
、
世
界
平
和
を
希
求

し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
教
宗
派
を
越
え
た
平

和
の
祈
り
を
世
界
へ
発
信
さ

れ
た
。

自
ら
も
宗
派
を
超
え
た
相

互
理
解
に
歩
み
を
進
め
ら

れ
、
平
成
２９
年
２
月
に
は
恵

心
僧
都
一
千
年
御
遠
忌
法
要

の
ご
縁
を
得
て
、
浄
土
真
宗

本
願
寺
派
本
山
本
願
寺
、
ま

た
浄
土
宗
総
本
山
知
恩
院
へ

と
赴
か
れ
て
大
導
師
と
し
て

史
上
初
と
な
る
大
法
要
を
厳

修
さ
れ
た
。

「
共
生
」
と
い
う
お
言
葉

に
込
め
ら
れ
た
博
愛
主
義
は

遠
く
バ
チ
カ
ン
へ
も
伝
わ
り
、

令
和
元
年
１１
月
２４
日
、
原
爆

被
爆
地
で
あ
る
広
島
平
和
記

念
公
園
を
訪
問
さ
れ
た
第
２

６
６
代
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
聖
下

を
日
本
の
宗
教
者
を
代
表
し

て
お
迎
え
に
な
ら
れ
、
固
い

握
手
を
交
わ
さ
れ
て
、
共
に

世
界
平
和
を
祈
ら
れ
た
。

令
和
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
は
感
染
症
に
苦
し
み
怯
え

る
人
々
の
た
め
、
全
国
の
天

満
宮
・
天
神
社
の
総
本
社
北

野
天
満
宮
と
共
に
令
和
２
年

９
月
、５
５
０
年
振
り
に「
御

霊
会
」
を
再
興
さ
れ
た
。
神

仏
習
合
の
形
で
共
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終

息
を
祈
ら
れ
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
。

森
川
座
主
猊
下
の
ご
生
涯

は
宗
祖
伝
教
大
師
の
ご
精
神

の
体
現
に
他
な
ら
な
い
。
戦

後
の
比
叡
山
に
あ
っ
て
回
峰

行
三
百
日
満
行
の
厳
し
い
修

行
を
経
ら
れ
、
そ
の
後
の
長

き
に
わ
た
る
ご
活
躍
は
、
密

葬
時
の
歎
徳
文
に
お
い
て
、

堀
澤
祖
門
已
講
大
僧
正
に
よ

り
「
比
叡
山
内
に
森
川
座
主

猊
下
の
足
跡
の
無
き
と
こ
ろ

在
ら
ず
」
と
讃
え
ら
れ
た
。

比
叡
山
を
歩
き
尽
く
し
、

知
り
尽
く
し
、
愛
し
尽
く
さ

れ
た
森
川
座
主
猊
下
は
、
奇

し
く
も
宗
祖
大
師
一
千
二
百

年
大
遠
忌
の
ご
祥
当
年
に
、

大
師
の
も
と
へ
と
旅
立
た
れ

た
。

平
成
２８
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
「
世
界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
に
参
列
。
自
ら
の
思

い
を
手
ず
か
ら
「
共
生
」
と
し
た
た
め
ら
れ
軸
装
染
筆
と
し
、
ロ
ー
マ
教
皇
に
贈
ら
れ
た
。

令
和
元
年
１１
月
、
広
島
平
和
記
念
公
園
に
て
ロ
ー
マ
教
皇

と
ア
ッ
シ
ジ
以
来
の
再
開
を
喜
ば
れ
る
座
主
猊
下

延暦寺大霊園起工式での森川管理部長

昭
和
２６
年
山
王
礼
拝
講
出
仕
時
の
一
枚
（
本
紙
平
成
１７
年
２
月
号
「
瞻
仰
尊
顔
」
よ
り

撮
影
福
田
徳
衍
）

浄財を喜捨する子供を慈しまれる
（令和元年１２月、一斉托鉢で）

本願寺（右）、知恩院での恵心僧都一千年御遠忌法要に出座され、御影に香を手向け感
謝の誠を捧げられた

修学旅行に付き添われた思い出の写真
（比叡山中学校）

１１
月
２２
日
に
ご
遷
化
さ

れ
た
第
二
百
五
十
七
世
森

川
宏
映
天
台
座
主
猊
下
の

密
葬
が
２６
日
、
滋
賀
院
門

跡
内
仏
殿
に
お
い
て
し
め

や
か
に
営
ま
れ
た
。
葬
儀

に
は
宗
徒
・
檀
信
徒
は
も

と
よ
り
、
御
縁
の
深
い
各

教
宗
派
、
各
界
か
ら
約
７

０
０
人
が
参
列
し
、
森
川

座
主
猊
下
と
の
最
後
の
別

れ
を
惜
し
ん
だ
。

密
葬
の
前
夜
に
は
午
後

７
時
よ
り
通
夜
の
儀
が
営

ま
れ
、
親
類
及
び
各
方
面

か
ら
の
縁
故
者
、
ま
た
一

般
の
会
葬
者
ら
約
６
０
０

人
が
参
列
。
山
田
能
裕
探

題
大
僧
正
を
導
師
に
延
暦

寺
一
山
住
職
が
出
仕
し
て

執
り
行
わ
れ
た
。

密
葬
当
日
の
正
午
に

は
、
定
刻
前
に
も
関
わ
ら

ず
内
仏
殿
が
弔
問
客
で
一

杯
と
な
り
、
天
台
宗
務
庁

に
て
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て

の
参
列
と
な
っ
た
方
々
も

た
く
さ
ん
お
ら
れ
、
森
川

座
主
猊
下
の
ご
人
徳
の
篤

さ
が
伺
い
知
れ
た
。

葬
儀
は
第
二
百
五
十
八

世
大
樹
孝
啓
天
台
座
主
猊

下
を
大
導
師
に
、
延
暦
寺

一
山
住
職
が
出
仕
し
て
営

ま
れ
、
葬
儀
の
後
、
し
ば

ら
く
親
類
縁
者
と
の
最
後

の
時
間
を
過
ご
さ
れ
た
森

川
座
主
猊
下
は
、
一
心
に

ご
冥
福
を
祈
り
合
掌
す
る

人
々
の
な
か
を
ご
出
棺

し
、
御
成
門
を
く
ぐ
ら
れ

た
。な

お
本
葬
は
明
年
１
月

１８
日
午
後
１
時
よ
り
、
天

台
宗
務
庁
で
営
ま
れ
る
。

森川宏映天台座主猊下通夜・密葬の儀
滋賀院門跡に1300人が弔問
在りし日の座主猊下を偲ぶ

森川猊下との最後のお別れの時

密葬ではすべての人々が森川猊下のご遺徳を偲んだ

���������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

����������������������������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�




